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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】紙製打抜きシートの簡単な折りだけで安定的に
自立でき、披露宴の席札等、フォーマルな場でも積極的
な活用が期待できる、自立型表示具を提供する。
【解決手段】折りにより角筒形に成形された胴部２７と
、胴部２７の側端に連設され胴部２７の内面側に入り込
む重ね合せ部と、胴部２７の上下端側に連設され胴部２
７の内側に重ね合せ部を巻き込んで折り込まれる折込み
片１１を備える。胴部２７が断面三角形状の場合には、
折込み片１１の両側縁が胴部２７の鋭角状の角隅部に挟
まれて外れない方向に付勢されるので、形状が安定的に
保持される。胴部は表示部７Ａ～７Ｃとして使用でき、
更に重ね合せ部も表示部７Ｄとして使用できる。容易に
分解して元のシート状に戻せるので、裏面側も表示部と
して使用できる。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　紙製打抜きシートの折りにより組み立てられる自立型表示具であって、
　折りにより角筒形に成形された胴部と、前記胴部の側端に連設され前記胴部の内側に入
り込んで重ね合される重ね合せ部と、前記胴部の上下端側に連設され前記胴部の内側に前
記重ね合せ部を巻き込んで折り込まれる折込み片と、前記折込み片を前記胴部に重ね合さ
れる方向に付勢させる付勢機構を備えることを特徴とする自立型表示具。
【請求項２】
　請求項１に記載した自立型表示具において、
　胴部が断面三角形状になっており、折込み片の両側縁が前記胴部の鋭角状の角隅部に挟
まれて付勢されていることを特徴とする自立型表示具。
【請求項３】
　請求項１に記載した自立型表示具において、
　折込み片は、胴部の折り部に沿って谷折りされる２つ以上の折り部を有しており、この
谷折り状態により付勢されていることを特徴とする自立型表示具。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれかに記載した自立型表示具において、
　折り部には易折り処理が施されていることを特徴とする自立型表示具。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれかに記載した自立型表示部において、
　胴部及び重ね合せ部の表裏両面が印刷面として利用されていることを特徴とする自立型
表示具。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案はテーブルや机におく自立型表示具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　結婚式の披露宴では、出席者が自分の席を確認し易いように、テーブルの上に出席者の
名前を表示した名前表示具を置いている場合があり、この種の名前表示具の例としては、
例えば特許文献１に示されたものがある。この名前表示具は、細長い紙シートを筒体に成
形したものとなっており、当該筒体の外面に複数の名前がまとめて表示されている。
　而して、このような名前表示具は、名前表示機能しか想定されておらず、披露宴が終了
すれば当該紙シートは廃棄される。しかも、一枚の紙シートに、複数の名前が記載されて
おり、出席者にとっては自分の名前を見つけ難いという欠点もある。
【０００３】
　一方、従来から、紙シートを断面三角形の角筒状に折り、切れ目に差込み片を差し込ん
で筒体に組み立て、これを簡易な表示具として使用するものも提案されており、簡単に組
立て及び分解ができる一方で、切れ目を細くすれば差込み片を差込み難く、切れ目を太く
すれば差込み片が抜け易い欠点がある。
　更に、特許文献２には、最初から角筒体に成形した表示体が提案されている。この表示
体は折り畳んだ状態で提供され、使用時に起立させて自立させるようになっており、組立
てや分解に係る上記したような不都合は無いが、その分だけ表示体の製造コストが嵩む。
　このように、各人に専用に割り当てることができ、披露宴の席札等、フォーマルな場で
も積極的な活用が期待できるような自立型表示具は未だ無いのが現状である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開平６－２１０６８号公報
【特許文献２】特開２０１５－１６６８４２号公報
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【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　本考案は上記従来の問題点に着目して為されたものであり、紙シートの構成に工夫を凝
らすことで、紙シートの簡単な折りだけで安定的に自立でき、披露宴の席札等、フォーマ
ルな場でも積極的な活用が期待できる、新規且つ有用な自立型表示具を提供することを、
その目的とする。
　また、本考案は、組立て及び分解が容易であることから、筒体になったときに内側に隠
れる側の面も含めて表示面として利用でき、更に、持ち帰りも容易な、新規且つ有用な自
立型表示具を提供することを、その目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本考案は上記課題を解決するためになされたものであり、請求項１の考案は、紙製打抜
きシートの折りにより組み立てられる自立型表示具であって、折りにより角筒形に成形さ
れた胴部と、前記胴部の側端に連設され前記胴部の内側に入り込んで重ね合される重ね合
せ部と、前記胴部の上下端側に連設され前記胴部の内側に前記重ね合せ部を巻き込んで折
り込まれる折込み片と、前記折込み片を前記胴部に重ね合される方向に付勢させる付勢機
構を備えることを特徴とする自立型表示具である。
【０００７】
　請求項２の考案は、請求項１に記載した自立型表示具において、胴部が断面三角形状に
なっており、折込み片の両側縁が前記胴部の鋭角状の角隅部に挟まれて付勢されているこ
とを特徴とする自立型表示具である。
【０００８】
　請求項３の考案は、請求項１に記載した自立型表示具において、折込み片は、胴部の折
り部に沿って谷折りされる２つ以上の折り部を有しており、この谷折り状態により付勢さ
れていることを特徴とする自立型表示具である。
【０００９】
　請求項４の考案は、請求項１から３のいずれかに記載した自立型表示具において、折り
部には易折り処理が施されていることを特徴とする自立型表示具である。
【００１０】
　請求項５の考案は、請求項１から４のいずれかに記載した自立型表示部において、胴部
及び重ね合せ部の表裏両面が印刷面として利用されていることを特徴とする自立型表示具
である。
【考案の効果】
【００１１】
　本考案の自立型表示具は、紙製打抜きシートの折りだけで安定的に自立する角筒体に組
み立て、且つ容易に展開状態に戻せる。
　従って、本考案の自立型表示具は、その特徴を生かして、上記したような披露宴におけ
る席札だけでなく、社員教育用のメッセージや対外的な広告・宣伝用に利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本考案の第１の実施の形態に係る披露宴用席札の展開状態の表面図である。
【図２】図１の席札の裏面図である。
【図３】図１の席札の組立て完了状態の斜視図である。
【図４】図３のＡ－Ａ断面図である。
【図５】本考案の第２の実施の形態に係る披露宴用席札の展開状態の表面図である。
【図６】図５の席札の裏面図である。
【図７】図１の席札の組立て完了状態の斜視図である。
【図８】図７の席札の別方向から見た拡大斜視図である。
【図９】図７のＢ－Ｂ断面図である。
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【考案を実施するための形態】
【００１３】
　本考案の第１の実施の形態として、自立型表示具を結婚披露宴における席札１として具
体化したものを示す。
　席札１は、一枚の厚紙製の打抜きシートを断面三角形の角筒体に組み立てたものになっ
ており、図１は打抜きシート３の展開状態を示す。この打抜きシート３は中央の縦長の長
方形部分が主部５となっており、この主部５の左右両側の側端に側部が連設されている。
【００１４】
　主部５は同じ面積の横長の長方形の表示部７Ａ、７Ｂ、７Ｃ、７Ｄに配分されており、
表示部７Ａ、７Ｂ、７Ｃ、７Ｄは下から上に向かって４つ並んだ状態になっている。表示
部７Ａと表示部７Ｂ、表示部７Ｂと表示部７Ｃ、表示部７Ｃと表示部７Ｄとの境界にはそ
れぞれ折り部９、９、９が形成されている。これらの折り部９、９、９は互いに平行に延
びている。各折り部９には切込みが細かく入って破線になっており、折り曲げし易いよう
になっている。
【００１５】
　表示部７Ａの左右両側端には、側部としてそれぞれ折込み片１１、１１が連設されてい
る。この折込み片１１は、連設側を長辺とする縦長の小長方形になっており、その境界に
は折り部１３が形成されている。この折り部１３にも折り部９と同様に細かい切込みが入
っている。
　打抜きシート３の端縁は、主部５の輪郭の大部分を為す上縁１５、側縁１７、１７、下
縁１９と、折込み片１１の輪郭の大部分を為す上辺縁２１、側辺縁２３、下辺縁２５とで
構成されており、折込み片１１の上辺縁２１は表示部７Ａと表示部７Ｂとの境界をなす折
り部９の延長上にあり、下辺縁２５は主部５の下縁１９の延長上にある。
【００１６】
　表示部７Ａ～７Ｄのそれぞれの表面は全て印刷面として使用されており、図１の上下左
右方向に従って見られることが想定されている。
　表示部７Ａの表面は席札面になっており、出席者一名の名前が表示されている。また、
表示部７Ｂの表面は披露宴で提供される食事のメニューが表示されている。表示部７Ｃ、
７Ｄの表面はそれぞれ新郎新婦を祝福するメッセージがイラストや文字で表現されている
。
　図２は、図１の打抜きシート３を裏返した状態を示しており、表示部７Ａ～７Ｄの裏面
側も同様に全て印刷面になっており、写真等も入れて表現されたメッセージカードが連な
ったものとなっている。
【００１７】
　組み立てる前と分解後は図１、図２に示すようにシートの展開状態となるので、使用前
には重ね合せて積み上げておくことができ、保管のスペースを取らない。
　テーブルには、図３に示すように組み立てた上で置く。
　先ず、主部５の折り部９、９、９を、表示部７Ａ、７Ｂ、７Ｃ、７Ｄの図１に示す表面
側が外面をなすように順次折り曲げ、また、折り部１３、１３は裏面側に重ね合せる方向
に一旦折り曲げて、折癖を付けておく。
【００１８】
　その後に、表示部７Ａの内側に表示部７Ｄを一部入り込ませて重ね合せ、緩く角筒状に
する。その後、折り部１３を折癖に従って折り曲げ、折込み片１１を表示部７Ｄを巻き込
みながら内側に折込む。両側の折込み片１１を折込んだ後に、表示部７Ｄの先端縁をなす
上縁１５を、表示部７Ａと表示部７Ｂの境界にできた折り部９を頂角とする角隅部の内面
に突き当てるように進ませて表示部７Ａと表示部７Ｄを全面的に重ね合せると、図３に示
すように、断面がほぼ正三角形の角筒状の胴部２７が完成する。胴部２７を基準として見
ると、その側端に表示部７Ｄが連設され、上下端に折込み片１１、１１が連設された状態
となっている。
　この胴部２７には、折り部９を頂部とする３つの角隅部が作られる。この断面は、図４
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に示すように、表示部７Ａと表示部７Ｄが全面的に重なり合っており、表示部７Ａ、７Ｂ
、７Ｃは湾曲せず平らな状態になっている。
【００１９】
　折込み片１１の両側縁をなす上辺縁２１と下辺縁２５がそれぞれ角隅部に寄っており、
一方は表示部７Ｂと表示部７Ｄとの間に、他方は表示部７Ｃと表示部７Ｄとの間に挟まれ
ている。角隅部の内面側は鋭角になっているので、折込み片１１は中間が少し浮き上がる
ことが有っても簡単には外れない。従って、胴部２７の断面三角形の形状は安定的に保持
される。この胴部２７は表示部７Ａ、７Ｂ、７Ｃのいずれを設置側にして寝かせることも
、また、側縁１７、１７のいずれを設置側にして立たせることもできるが、この実施の形
態では、図３に示すように、寝かせた状態で設置することが想定されている。
　表示部７Ａの表面が席札面になっているので、テーブルに最初に置く際には、この面を
座席側に向けることになる。
【００２０】
　この席札１は、軽いので手で容易に持ち上げられ、表示部７Ｂ、７Ｃの表面の印刷内容
を読んだり見たりすることができる。
　また、分解も容易なので、出席者が図１、図２に示すようにその場で展開させて、裏面
の印刷内容を読んだり見たりすることもできる。
　更に、展開状態にすればシート状になるので、記念に持ち帰ることも容易である。
【００２１】
　次に、本考案の第２の実施の形態として、自立型表示具を結婚披露宴における席札３１
として具体化したものを示す。
　この席札３１も席札１と同様に一枚の厚紙製の打抜きシート３３を角筒体に組み立てた
ものになっているが、断面六角形の角筒体を成形するものであり、それに伴って折込み片
の形状が異なっている。
　従って、折込み片以外の構成部分は、席札１の説明用に付した符号を共用して付すこと
でその説明を省略する。
【００２２】
　図５、図６が、この打抜きシート３３の展開状態の表裏面を示したものとなっている。
断面六角形の角筒体を成形することから、その分だけ折り部９が増えて表示部３５Ａ～３
５Ｇに配分されている。また、立たせて設置するタイプになっており、印刷内容の向きは
縦書きになっている。
【００２３】
　この打抜きシート３３では、ほぼ長方形の折込み片３７、３７が表示部３５Ａ、３５Ｂ
、３５Ｃの両側に跨ってそれぞれ連設されている。
　すなわち、折込み片３７は左右方向の長さが表示部３５Ａ、３５Ｂ、３５Ｃの３つ分を
合わせた左右方向の長さに一致している。
　そして、表示部３５Ａと表示部３５Ｂとの間の折り部９の延長上と、表示部３５Ｂと表
示部３５Ｃとの間の折り部９の延長上には、それぞれ同様な折り部３９、３９が形成され
ている。
【００２４】
　折込み片３７はこの折り部３９、３９を境界して３つの部分に分かれており、このうち
、表示部３５Ａの両側に配された折込み片３７Ａは、折込み片１１と同様に折り部１３を
介して表示部３５Ａに連設されており、表示部３５Ｂの両側に配された折込み片３７Ｂも
同様に表示部３５Ｂに連設されている。また、折込み片３７Ａと折込み片３７Ｂは折り部
３９を介して相互に連設されている。折込み片３７Ａ、３７Ｂは折込み片１１と同様に長
方形になっている。
　表示部３５Ｃの両側に配された折込み片３７Ｃは、折り部３９を介して折込み片３７Ｂ
に連設されているが、表示部３５Ｃ側とは連設されていない。また、表示部３５Ｃ側の縁
が斜めになっており、表示部３５Ｃとの間に三角状の切欠きが形成されている。
　折込み片３７の輪郭は、右辺縁４１、上辺縁４３、左辺縁４５、傾斜縁４７と、折り部
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【００２５】
　この席札３１も席札１と同様に筒状に組み立て、折り部１３を介して折込み片３７を内
側に折込む。折込み片３７を区切る折り部３９は折り部９に合わせて折り曲げられるので
、図７、図８に示すように、折込み片３７Ａは表示部３５Ｇに重ね合され、折込み片３７
Ｂは表示部３５Ｂに重ね合され、折込み片３７Ｃは表示部３５Ｃに重ね合され、断面がほ
ぼ正六角形の角筒状の胴部４９が完成する。折込み片３７Ｃは表示部３５Ｃ側には連設さ
れていないので、重ね合せ易くなっている。
【００２６】
　角隅部の内側は鈍角となっているが、折込み片３７Ａ、３７Ｂ、３７Ｃがその折り部３
９、３９の谷折りにより表示部３５Ｇ、３５Ｂ、３５Ｃ側に押し付けられているので、図
９に示すような断面形状に安定的に保持され、簡単には外れない。
【００２７】
　以上、本考案の実施の形態について詳述してきたが、具体的構成は、この実施の形態に
限られるものではなく、本考案の要旨を逸脱しない範囲における設計の変更などがあって
も考案に含まれる。
　例えば、上記した席札だけでなく、新入社員の教育用に会社の経営理念やビジネスマナ
ーなどを表示しておき、それを新入社員各人の机におくことも考えられる。目に付き易い
ことから、冊子を配布するよりも効果的であろうと期待される。
【符号の説明】
【００２８】
　１…席札（第１の実施の形態）
　３…打抜きシート　　　　　　　５…主部　　　　　７…表示部　　　　　９…折り部
１１…折込み片　　　　　　　　１３…折り部
１５、１７、１９、２１、２３、２５…縁　　　　　２７…胴部
３１…席札（第２の実施の形態）
３３…打抜きシート　　　　　　３５…表示部　　　３７…折込み片　　　３９…折り部
４１、４３、４５、４７…縁　　４９…胴部
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